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実施方法 　

　リムセ・ツーリズム協議会等

市が直接実施

補助金

（委託先：

（補助先：

登別市事業仕分け調書

番
号

Ｂ－４

事務事業コード 事業開始年度 事業終了予定年度31211002

観光経済部

事務事業名

部　名

事業費

22年度
予算額

その他

合　　計　②

事
業
の
財
源
内
訳

道支出金

国庫支出金

合　　計　①

上記事業を実施するために
必要となる人件費（概算）

地方債

一般財源

職　　員

グループ名

産業クラスター構築支援事業

商工労政Ｇ

２０

４　他の地方自治体と連携して実施している事業

関連事務事業名

民間等へ業務委託または指定管理

事務事業の目的と内容

1,090

嘱 託 員

臨時職員

1,083 539 1,090

698 833

0

0

0

0

－

事務事業の実施根拠
（根拠となる法令・条
例・規則・要綱等）

種別

法令等名

　北海道と国内および国外諸国との健康保養地型観光の交流による「観光」「健康」「産業創出」を柱に、協
議会加盟の北海道内複数地域間の連携を図り、魅力かつ統一的なサービス施策の実施を目的とする「リムセ・
ツーリズム協議会」を発足させ、協議会の定款を持って事業の推進を図る。

法令等の内容

　国外諸国のメディア関係者及び旅行会社のトップ・企画担当者等
対
象

（事業の内容【手段・手法・活動など】）

（何を対象にまたは誰を対象にした事務事業なのか。地域や年齢等が限定される場合は詳細に記入）

事
業
の
内
容

（何のために事業を実施したのか。または何のために事業を実施しているのか）
事
業
の
目
的

　北海道の観光資源を活用した地域活性化を図るため、北海道と国内及び国外諸国との健康保養地型観光の交流に
よる「観光振興」「健康増進」「産業創出」とする。

（22年度予算ベースの事業費の具体的な内訳【節名ごと】）

　産業クラスター構築に係る経費として、産業クラスター形成協議会等の参加会員等への支援に際して必要となる
関係機関との調整に要する旅費、協議会等の事業に係る負担金を計上する。
  産業クラスター形成協議会等では、平成２０年度から国土交通省事業である、ビジット・ジャパン・キャンペー
ン地方連携事業を活用し、中国、台湾、韓国などのメディア関係者及び旅行会社のトップ・企画担当者を招聘する
とともに、体験を取り入れたモデルプログラムのＰＲ活動等を行っている。また、平成２１年度は、リムセ・ツー
リズム協議会などに参画し、リムセ・ツーリズム地方連携事業を実施して、タイ国よりメディア関係者及び旅行会
社のトップ・企画担当者を招聘して、前年度と同様な事業を展開している。

　産業クラスター構築支援事業
　　事業の推進に係る旅費、負担金・補助及び交付金として合計１，０９０千円を計上する。
　　・旅費　　普通旅費　　　　　　　　９０千円
　　・負担金・補助及び交付金　　１，０００千円

区　　　分
20年度
決算額

21年度
決算見込額

1,083 539

873

873

0

0

698 833

総合計（合計①＋合計②）

事
業
費
内
訳

1,781 1,372 1,963



件

活動実績

特記事項

事
業
の
沿
革
等

（事業の変遷）

・平成２０年度ビジット・ジャパン・キャンペーン地方連携事業（登別・洞爺～旭川・美瑛広域連携、北海道運輸
局）
　外国人メディア関係者等招聘事業負担金　　～　登別市　　　　　１，０００千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道　　　　　１，０００千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旭川市　　　　　　　７００千円
・平成２１年度リムセ・ツーリズム地方連携事業（登別～旭川市、枝幸）
　リムセ・ツーリズム地方連携事業負担金　　～　登別市　　　　　　　５３９千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旭川市、枝幸町　１，１３０千円
　
　上記のキャンペーンは、プレスと旅行会社の参加ということで、記事を通しての訪問した各国の旅行者に対する
登別を始めとして、旭川などの道北のイメージアップという点と、健康志向に対した長期滞在を前提とした旅行会
社による具体的な新商品企画を主な目的としている。

他の自治体の状況

比
較
参
考
値

（他の自治体での類似事業の状況）

　リムセ・ツーリズム協議会参加メンバー
　　・旭川地区エリア　    　　 　 ～　旭川市、富良野市、上川町、美瑛町、沼田町、
　　・登別、洞爺地区エリア　　　　～　登別市、伊達市、壮瞥町、白老町、洞爺湖町
　　・積丹地区エリア　　　　　　　～　積丹町、余市町
　　・道東地区エリア　　　　　　　～　標津町
　　・その他（関係団体等）

担当部による評価

事
業
の
自
己
評
価

（事業の今後の方向性、課題等）

　今後も、リムセ・ツーリズム協議会等に参画し、道内で広域的な連携を図ることで、道内・国内及び国外諸国と
の健康保養地型観光の交流が推進し、「観光振興」「健康増進」「産業創出」などを目的とした事業等が展開で
き、地域経済の活性化に繋がるものと考えられる。

件 1 1 2

1 1 2

20年度（実績） 21年度（実績）
活動指標名

（事業のこれまでの実績【数量・回数・人員等】）

事
業
の
成
果

観光経済部

成果

支援事業の件数

協議会等を母体とした事業化件数

グループ名 商工労政Ｇ

（事務事業を実施したことでどのような成果が得られたのか。現状の成果）

　産業クラスター構築支援事業の一環として、平成２０年度は、ビジット・ジャパン・キャンペーン地方連携事業
を実施し、台湾・韓国よりプレス２名と旅行会社（トップクラス）４名、通訳等７名の方々が参加して、実際に体
験した中での情報交換や意見交換など具体的な新商品企画などの提案や課題等を話し合った結果、台湾等の新聞で
紹介された。　また、平成２１年度は、リムセ・ツーリズム地方連携事業を実施し、タイ国よりプレス１名と旅行
会社３名、通訳等４名の方々が参加して、実際に体験した市内観光スポットや市役所表敬訪問などの話題が雑誌
（平成２２年５月号）に掲載される予定である。
　今後は、このような取り組みの中で、旅行雑誌・新聞記者が取材した記事を通し、各国に広く周知されることで
イメージアップが図られ、健康志向に対応した長期滞在型を前提とした旅行会社による具体的な新商品企画に繋が
ると期待できる。現在、当市を訪問したプレスの報道が各国でなされており、すぐに目に見えた効果を出すのは難
しいと思うが、これからも同事業等の展開を図ることで、地域経済の活性化に繋がると期待できる。

部　名

単位 22年度（見込み）

番
号

Ｂ－４ 事務事業名 産業クラスター構築支援事業


